民藝運動と関西学院 : 雑誌『工藝』を中心として （学術資料講演会要旨） by 神田 健次 & Kenji Kanda
No.81
6
No.81
7
漫然と工藝を取り扱はうとするのではない。何が工藝中の
本格なものであるかを吟味した結果、美からしても社会
性からしても「民藝」が工藝の本流である事を解するに
至ったのである。民藝とは民衆の日常生活に即する工藝
を云ふのである。従って此雑誌は工藝中の民藝を主要な
題材とするのである」（『柳宗悦全集』著作篇第二十巻、
筑摩書房、57 頁）と述べている。この刊行趣旨には、工
藝を重視する意図と、その中でも「民衆の日常生活に即
する工藝」としての「民藝」を主要な題材とする旨が明
記されている。ここで、「民藝」という用語は柳の造語で
あるが、貴族的な工藝と対照的な民衆的な工藝を意図し
ているのである。
　『工藝』創刊号において、柳宗悦は「民藝とは何か」と
いう論考を掲載し、「工藝品とは実用品である。さし当り
此の簡単な定義で充分である私達は此の内容から色々な
ものを導き出す事が出来る。工藝の概念には「用」と云
ふ事が要である。用を離れて工藝はない。それなら物は
用を去るにつれて工藝の意味を失ってくる。用への無視
はやがて工藝への無視である。それ故こうも云へよう、用
に近づけば近づく程工藝の意義を完ふしてくると。用に即
する事が工藝の生命である」（『工藝』創刊号 3-4 頁）と述
べている。工藝の本質を、「用に即すること」と述べてい
るが、それは「用美」の思想と呼べるもので、通常の美
術の鑑賞美に対して、むしろ用いられることによって輝く
「用美」に徹するところに生まれる美にほかならない。
　120 号に及ぶ『工藝』の主題は、実に多種多様な広が
りと展開を見せているが、まず全国各地の民藝の特集とし
て、丹波布、こぎん、石州雲州和紙、苗代川窯、鳥取民藝、
樺細工、大津絵などがあげられる。これら各地の民藝は、
その特集を組まれることによって、新たな光が与えられた
工藝と言ってよいであろう。あるいは、琉球の染織、紅型
紙、陶器、またアイヌ民族の織物、木工品など、それま
で殆ど正当に評価されることがなかった琉球とアイヌ民族
の工藝が高く評価されている点は注目すべきである。さら
に朝鮮の陶磁、石器、模様、木工品、陶画などの特集は、
戦前の植民地的状況を思えば、画期的意義のある特集と
言えるであろう。また、芹澤銈介の型染、外村吉之介・
柳悦孝の織物、棟方志功の版画、川上澄生の版画などは、
民藝運動との関わりで台頭してきた作家の特集号である。
　第二の『工藝』の意義は、この雑誌自体が工藝作品であ
るという点である。例えば、『工藝』の装幀について、柳は、
「今迄も更紗の布表装はあったが、字と模様とを型染で全
部染め出したのは之が抑も嚆矢と思ふ。吾々は之が日本の
装幀の独創的な一様式として、発表する事を大に望んでゐ
る」（「編輯余録」『工藝』創刊号 57 頁）と、雑誌の先駆性
を強調している。具体的には、芹澤銈介の型染布、吉田璋
也による因州木綿に芹澤銈介意匠の題字の型押、石井恒に
よる絣に題字は絣の織出・型染・型押、森永重治による安
来織に河井寛次郎、柳宗悦、濱田庄司意匠の題字の型摺、
外村吉之介、柳悦孝による遠州葛布に型摺の題字など、い
ずれも見事な装幀で飾られている。また『工藝』の用紙と
しては、因幡楮紙、雲州楮紙、越前鳥ノ子紙、野州烏山楮
紙、武州小川楮紙、丹波東八田楮紙、越中八尾楮紙など
の和紙が用いられている。さらに挿絵として、柳は小間絵
を尊重し、富本憲吉、芹澤銈介、棟方志功、河井寛次郎、
岡村吉右衛門、鈴木繁男などの作家たちに依嘱し、また沖
縄紅型型紙、染物型紙、朝鮮模様などの工藝品の型や模
様から採取して誌面を飾っているのである。
は　じ　め　に
　この度、大学図書館が購入した雑誌『工藝』全 120 巻は、
これまで刊行された日本の雑誌の中では、最も貴重なもの
の一つと言われている。大学図書館が、この雑誌全 120
巻を購入したことは、関西学院と民藝運動の歴史的に深
い関係を鑑みて大変重要なことと言えるであろう。筆者は、
『関西学院百年史』の共同編纂との関わりの中で、関西学
院と民藝運動との深い関わりに気づかされ、他方、日本に
おけるキリスト教受容との関連で、浅川巧、伯教、初期
の柳宗悦、外村吉之介、渡辺禎雄などに着目し、ささや
かな研究を積み重ねてきた。
　本稿では、最初に雑誌『工藝』の意義に言及し、また
関西学院と関わりの深い柳宗悦、寿岳文章、外村吉之介
などの民藝思想と実践について『工藝』を中心に考察し
たい。
【1】雑誌『工藝』の意義 
　雑誌『工藝』は、1931 年 1 月に創刊され、1951 年 1 月
に終刊を迎えているので、約 20 年間刊行されたことにな
る。『工藝』の意義について大きく二つあげられる。一つ
は日本民藝運動の機関誌としての役割を果たし、民藝運
動を大きく推進してきた意義である。『工藝』が創刊され
る前年、その刊行趣旨が富本憲吉、河井寛次郎、濱田庄司、
石丸重治、靑山二郎、柳宗悦の連名で提示されている。
刊行趣旨の起草者柳宗悦は、その中で、「長い間の懸案で
あった此雑誌が、刊行の機を得たに就いて、私達は此雑
誌の特色を左に數へたい。第一に此雑誌は工藝の領域を
主題としてゐる。私達の考へでは造形美の世界では、今
日迄寧ろ下積みにされてゐた工藝が、今後は一番重要視
されると思へるからである。ものが美しいと云ふ事と、工
藝的であると云ふ事とには密接な関係が介在する。工藝
性に触れずしては、美の問題を取り扱ふ事は出来ないと
考へてゐる。まして社会意識の強まってきた今日、工藝問
題は今後益々注意の焦点となるであらう。第二に私達は
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【2】柳　宗悦  （1889-1961 年）
　日本民藝運動の創始者は、名実共に柳宗悦であるが、
ここでは特に柳の初期の思想に焦点をあてたい。柳宗
悦の初期の思想に重要な影響を与えたのは、キリスト
教である。まず学習院時代の恩師であり、敬虔なキリ
スト者であった服部他之助との出会いとその影響があ
げられる。さらに多感な 10 代後半から 20 歳にかけて、
明治期の日本のキリスト教界を代表する植村正久、海
老名弾正、内村鑑三などの説教から影響を受けたこと
が指摘できる。とりわけ柳は内村鑑三に強く惹かれて
おり、独創的な無教会運動を創出し、しかも非戦思想
を展開する内村の生き方と思想から深い精神の衝撃を
受けたに相違ない。
　注目すべき事は、雑誌『白樺』同人の有島武郎や志
賀直哉など、内村の集会に深く関わっている者も他に
いたが、柳の場合に特徴的なのは、内村との関係を断
つことがキリスト教との関わりの放棄を意味してはい
なかったことである。他の同人と異なっている点は、
その後も自分の生き方と思想の問題としてキリスト教
により深く関わっている点であろう。同人雑誌『白樺』
を 1910 年に創刊して、柳が最初の本格的な論文「近
世に於ける基督教神学の特色」（『全集』著作篇第一巻、
167-193 頁）を発表しているのは、まさにその点を証
左している。この論文での近世におけるキリスト教神
学とは近代の自由主義神学を指しているが、ここで獲
得された柳の思想的立場こそ、その後に本格的に始ま
る宗教哲学的思索の基本的視点を用意するものであっ
たと言える。すなわち、中世のエックハルトなどのキ
リスト教神秘思想を基礎として書かれた最初の宗教哲
学的著作『宗教とその真理』(1919 年 )、また神の愛と
人間の存在との関係や神の存在への理解及び宗教哲学
の本質について鋭く深く洞察した『宗教の理解』(1922
年 )、そして神の救いとその愛の絶対性への帰依を表
明した『神に就て』(1923 年 ) といった一連の宗教哲学
的著作（『全集』著作篇第二～三巻）は、その成果に
ほかならない。
　ここで特に注目したい点は、このような静謐な宗教
哲学的思索を深く掘り下げる作業と並行して、柳が、
当時の日本の植民地支配によって苦悩する朝鮮の人々
とその芸術に深く関わっているという点である。例え
ば、1919 年の三一独立運動に対する日本政府の弾圧に
対して、柳は、『読売新聞』に「朝鮮人を想ふ」と題
して、苦難の中にある朝鮮の人々に共感をもって呼び
かけている。また翌年には、雑誌『改造』に掲載され
た「朝鮮人の友に贈る」という書簡において、より深
い反省を政府に要請する内容を非戦思想を展開しつつ
語っている。さらに 1922 年には景福宮正門の光化門
が、総督府によって取り壊しになろうとした際、「失
はれんとする一朝鮮建築の為に」という文章を『改造』
と『朝鮮日報』に発表し、ペンをもってその取り壊し
を阻止したのである（『全集』著作篇第六巻）。
　こうした柳宗悦の朝鮮の人々への共感とその文化に
対する卓越した認識は、キリスト者の浅川伯教・巧兄
弟との親密な交友関係の中で育まれてきたものと言え
る。わけても浅川巧の際立った貢献により、1924 年に
景福宮一角の緝敬堂において「朝鮮民族美術館」が創
設された事は大きな意義ある出来事であった。この創
設の意図について、柳は、「一国の人情を解さうとす
るなら、その藝術を訪ねるのが最もいゝと私は常に考
へてゐる。日（本と朝）鮮の関係が迫つてきた今日、
私はこの事を更に意識せざるを得ないでゐる。あの想
ひに沈む美しい彌勒の像や、あの淋しげな線に流れて
『神に就て』『宗教とその真理』『宗教の理解』
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ゐる高麗の磁器を見る者は、どうしてその民族に冷か
でゐられよう。若しよくその藝術が理解せられたら、
日本はいつも温い朝鮮の友となる事が出来るであら
う。藝術はいつも国境を越え、心の差別を越える。私
は私の所有する作品を凡ての人々の所有にしたい。美
に心が没する時、争ひの情がどこにあらう。私は今朝
鮮の藝術を、もつと人々に近づけねばならぬ任務を感
じてゐる」（『全集』著作篇第六巻、79-80 頁）と、述
べている。日本の植民地支配下にあって、「朝鮮民族
美術館」を創設した重要な意義は、独立した「民族」
性を強調することにより、日本政府の植民地政策への
批判を示唆している点であろう。
　このような柳宗悦の宗教哲学的著作の刊行と、朝鮮
の人々への共感と芸術への深い認識から生まれた朝鮮
民族美術館の創設との深い関連において、日本民藝運
動が産声をあげるのである。日本民藝運動の創始を奏
でる『日本民藝美術館設立趣意書』は、1926 年に、
富本憲吉、河井寛次郎、濱田庄司との連名で公にされ
たものであり、この中で、初めて「民藝」という造語
が提示されている。柳自身の起草による『趣意書』で
は、「時充ちて、志を同じくする者集り、茲に「日本
民藝美術館」の設立を計る。自然から産みなされた健
康な素朴な活々した美を求めるなら、民藝 Folk Art
の世界に来ねばならぬ。私達は長らく美の本流がそこ
を貫いてゐるのを見守って来た。併し不思議にも此世
界は余りに日常の生活に交る為、却て普通なもの貧し
いものとして、顧みを受けないでゐる。誰も今日迄そ
の美を歴史に刻もうとは試みない。私達は埋もれたそ
れ等のものに対する私達の尽きない情愛を記念する為
に茲に此美術館を建設する」（『全集』著作篇第十六巻、
5 頁）と、「日本民藝美術館」建設への情熱が文面に
織りこまれている。そして、この『趣意書』が起草さ
れた翌年の 27 年 2 月、柳はその民藝美術館実現への
第一歩として『工藝の協団に関する一提案』を著し、
翌 3 月に京都で柳の理念に共鳴する青年達が集い、上
加茂民藝協団を設立しているのである（『全集』著作
篇第八巻、56 頁）。
　こうした一連の新たな民藝運動の創設にむけての具
体的な尽力と平行して、柳は基礎的な理論構築に取り
組み、1928 年に『工藝の道』（ぐろりあそさえて）を
刊行している。今日では古典的な名著と言われる『工
藝の道』において、柳は民藝の領域のみならず、工藝
全般にわたって工藝の美の本質を中心として理論的基
礎を確立したといって過言ではない。工藝の美の最も
重要な特徴は、それが美術における「鑑賞の美」では
なく、日常の生活において用いられていく「用の美」
に他ならない。工藝における用と美の緊密な関係につ
いて、「美は用の現れである。用と美と結ばるもの、
之が工藝である。工藝に於て用の法則は直ちに美の法
則である。用を離れる限り、美は約束されておらぬ。
正しく仕ふる器のみが、正しき美の持主である。帰依
なくば宗教に生活がないのと同じである。奉仕に活き
『回想の浅川兄弟』高崎宗司・深沢美恵子・李尚珍編
右上：兄の浅川伯教
 中  ：壷を持つ弟の浅川巧
 下  ：ソウルの忘憂里にある浅川巧の墓地と伯教の
意匠による白磁の壷をかたどった墓標
柳宗悦著『工藝の道』ぐろりあそさえて刊
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る志、之が心霊を救ふ道であるが如く、工藝をも救ふ
道であると知らねばならぬ」（『工藝の道』30-31 頁）と、
描写される。
　工藝の美の本質を民衆の日常生活において親しま
れ、用いられることによって輝く美しさ、つまり「用
の美」と捉えた工藝論のもう一つの重要な特色は、工
藝のつくり手に関わる点にある。美術の個性美がひと
握りの天才によって創造されるのに対して、工藝の美
は無名の工人によってつくられる美と言われる。工藝
の美が、選ばれた天才に委ねられた世界ではなく、名
も知れぬ民衆の労作から生まれる美にほかならないと
は、柳の卓越した炯眼である。しかもその無名の工人
の手から生まれた美には、驚くべき美しさがあり、「工
藝に於て、衆生は救ひの世界に入る。工藝の道を、美
の宗教に於ける他力道と云ひ得ないであらうか」（『工
藝の道』40 頁）と述べている。ここでは、工藝の美が、
美の宗教における他力道と語られ、工藝論が宗教論と
一つに結びあい、工藝論が宗教論に基礎づけられてい
る叙述がうかがえる。まさにこの柳の工藝論、民藝論
が、キリスト教神秘思想に基づく宗教論に基礎づけら
れていると言えるのである。
　ところで、柳宗悦と関西学院との関わりは、1923 年
の関東大震災により翌年京都に移り住んだことが契機
となっている。当時英文学の教授であった寿岳文章と
の関わりで、1926 年から 29 年まで関西学院英文学講
師として講壇に立っている。英文学特殊講義を担当し、
講義の内容としてブレイクやホイットマン等を講じた
と推定できる。また、当時関西学院と青山学院の両神
学部共同で刊行していた学術誌『神学評論』（1914-41
年）に、柳が「宗教の究竟性と科学」（1921 年 5 月）
及び「歴史と宗教」（1922 年 10 月）と題する優れた宗
教哲学的論考を寄稿している点も看過しえない。
　さらに、『月刊民藝』の「信仰と民藝」特集号（第
30 号 1941 年 9 月）において、日本のキリスト教会と
民藝協会から 15 名出席して座談会が行われているが、
そのうち関西学院出身の由木康、八
ヤ
巻
マキ
頴
テル
男
オ
、外村吉之
介の 3 名が出席していることは注目に値する。由木康
は、文学部出身で日本の賛美歌の分野で指導的な役割
を果たしてきた牧師で、著名なパスカル研究者でもあ
る。また八巻頴男は、1913 年に関西学院高等部文科に
入学し、その後青山学院神学部卒業後、21 年に関西学
院中学部の英語の教員を経験、後にフランシスコ友の
会図書館長を歴任している。『神学評論』に「聖フラ
ンシス研究」を 6 回にわたって連載（1921-24 年）し、
また『聖フランチェスコの傳』（警醒社書店　1925 年）
を翻訳した際には、柳宗悦が推薦文を書いているので
ある。八巻は、先述の「信仰と民藝」特集号に「宗教
と工藝」（『月刊民藝』第 30 号 1941 年 9 月）と題して、
また『工藝』の「中世基督教芸術」特集号（第 109 号
1942 年 6 月」には「信仰・典礼・工藝」と題する論考
を寄稿し、キリスト教の視点から民藝運動に貢献して
いるのである。
柳宗悦、寿岳文章共編
『ブレイクとホイットマン』
第一巻一号、第二巻一号
『私立関西学院文学部要覧』
1926（大正 15）年 9 月
八巻頴男
『聖フランチェスコの傳』
序文：柳宗悦
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【3】寿岳　文章  （1900-1992 年）
　関西学院で柳宗悦と最も深い交流をもっていたの
は、寿岳文章である。寿岳の関西学院との関わりは、
1919 年に高等部の英文科の学生として入学した時に遡
る。後年、ダンテの『神曲』全三巻の翻訳を完成し、
大きな業績を残したが、そのダンテの『神曲』の『序』
において、関西学院でブレイクを研究したことがダン
テとの最初のつながりであった、と記している。（寿
岳文章訳『神曲』地獄篇 集英社　1974 年 8 頁）また、
『工藝』が創刊された同じ 1931 年には、柳宗悦と共編
で雑誌『ブレイクとホイットマン』を創刊している。
　寿岳は、1932 年に関西学院大学専門部の法文学部講
師として出講し、34 年には法文学部文学科英文学講師
になり、48 年から新制大学文学部の英文科教授に就任
している。また、戦後の学院復興のため尽力し、新制
大学の文学部英文科の再生のために貢献し、中学部長
も歴任している。寿岳の関西学院への貢献として記憶
されなければならないことは、関西学院の校歌の一つ
「A Song for Kwansei」との関わりである。この校歌
は、英国の高名な詩人エドモンド・ブランデン作詞、
山田耕筰作曲であるが、寿岳との関わりで作成された
ものである。多くの校歌作成の依頼の中からブランデ
ンは、東京女子大と関西学院の 2 校だけの校歌を作成
している。1949 年の創立 60 周年記念にこの校歌は披
露されているが、寿岳がブランデンに校歌作成を依頼
することができた背景には、実は戦時下における秘話
がある。戦時下、敵国として日本に滞在することが厳
しかった英国人ジョン・ピルチャーを寿岳夫妻が親身
に世話をしたことで、ピルチャーは、戦後英国大使と
して来日した折に京都の寿岳の家まで訪ねている。戦
時下から一貫して変わらず和紙を作成しているその姿
に感激して、詩人ブランデンを派遣することを約束し
たことによって、ブランデンによる関西学院の校歌作
成が実現したのである。
　民藝運動との関わりで、寿岳が柳宗悦を最も評価し
ている点は、物を直に見る確かさと同時に、民藝運動
の根幹に柳の明確な平和思想、非戦思想が貫流してい
る点である。それは、物の蒐集において、日本刀など
の武具に関わるものを集めないだけではない。戦前・
戦時下における朝鮮や琉球の人々及び工藝に対する柳
の共感の姿勢と深い洞察に、一貫した平和思想が貫流
している点を寿岳は高く評価しているのである（『柳
宗悦と共に』集英社　1980 年 230-231 頁）。
　ところで、民藝運動における寿岳の貢献には、書物
の工藝と和紙の研究の分野で特筆すべきものがある。
まず書物の工藝をめぐって、寿岳は「装幀論」の中で
次のように記している。
「客。装幀を支配する原理は何か。
主。用と美だ。今も言った通、書物は手に取りあ
げられ、眼で読まれる。取りあげる手と見る
眼とはすでに用と美との世界の住人である。
書物の工藝性はここから出発する。
客。書物では用と美とどちらが大切か。
主。用が大切だ。美は他の工藝の場合に於ける如
く、寧ろ用に内在し、用から顕現すると言っ
てもよいだらう。」（『工藝』第 44 号、7 頁）
「A Song for Kwansei」
『関西学院六十年史』1949 年
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書物の装幀論において、「用と美」の思想を展開して
いるのである。この書物の工藝との関連で、一つの模
範的モデルとして英国におけるウィリアム・モリスの
書物工藝論を翻訳紹介しているのが、ウィリアム・モ
リス（寿岳文章訳）「ケルムスコット・プレス設立の
目的に付て」に他ならない（『工藝』第 44 号、15-22 頁）。
　もう一つの貢献は、和紙の研究である。寿岳は、「和
紙復興」という論考において、「旧来の和紙は、今私
達をかこむ西洋紙の洪水に押し流されようとしてゐる
が、品質の上から言へば、西洋紙と比較にもならぬほ
ど立派なものである。すぐれた製紙材料にめぐまれて
ゐるわが国の風土は、おのづと優秀な紙を作りだした。
日本の洋紙製造業者は、外国でも上質の印刷用紙には
常に日本の手漉紙が用ゐられてゐると云ふ事実を知ら
ないのか。国家外交の文書などでも、恒久の保存には
日本の鳥の子が最も適当とされてゐる事実を知らない
のか」（『工藝』第 28 号、54-55 頁）と、西洋紙との対
比で和紙の品質の卓越性とその復興について力説して
いる。
　さらに、寿岳は、1937-40 年に夫婦で有栖川宮記念
学術奨学金で全国の紙漉村を訪ね、和紙の調査と研
究を行っている。寿岳は、「漉場紀行（一）」の中で、
「去年の七月、私は帝国学士院の推薦で高松宮家から
有栖川宮奨学金をいただき、本邦に於ける手漉紙業
の歴史地理的研究を行ふこととなった。研究の範囲
は勿論文献的資料の検討にも亙るが、おもな仕事は
現在手漉紙業の続けられゐる各地を歴訪して「今」
の記録を取り、それを過去と結びつけるにある。横
にひろがる地理的平面的研究と、縦を貫く歴史的立
体的研究が交差する点に所期の結果が見出されるか
らである」（『工藝』第 87 号、51 頁）と、書き記し
ている。なお、この調査研究の成果は、 『紙漉村旅日
記』（明治書房 1945 年）として公刊され、フィール
ドワークのモデルとも評されている優れた研究成果
である。
　戦後の民藝運動の歩みにおいて、寿岳は指導的役
割を担ってきている。その中で特筆すべきは、日本
工芸館理事長としての働きである。日本工芸館は、
民藝協会大阪支部の運動拠点として 1950 年に三宅忠
一が大阪で建設したものである。その三宅が、戦後
の民藝運動が次第に個人作家中心に進んできている
動向に対して、民藝本来の工人の生産活動を助成す
べきだと批判したことが契機となり、1959 年に三宅
は柳と袂を分かち民藝協会から脱退して、日本民芸
協団を設立するに至るのである。寿岳が理事長を引
き受けた背景には、このような民藝運動内部におけ
る民藝協会と民芸協団との分裂的状況があり、この
不幸な分裂の和解のために尽力しようとした点に寿
岳の本来の意図があったと言えるであろう（『柳宗悦
と共に』70-78 頁）。
ウィリアム・モリス（寿岳文章訳）
「ケルムスコット・プレス設立の目的に付て」
『工藝』第 44 号
『寿岳文章しづ著作集』5：
「紙漉村旅日記」より
寿岳文章・しづ
『工藝』第 87 号　挿絵
「漉場紀行」漉場写真
和歌山県有田郡八幡村大字清水
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【4】外村　吉之介  （1898-1993 年）
　最後に取り上げたいのは、戦後に倉敷民藝館の館長
となり、民藝運動の指導者として活躍してきた外村吉
之介である。外村は、若き日に、日本メソヂスト大阪
両国橋教会に通うようになり、そこで 23 才の 1921 年
に洗礼を受けている。そして伝道者への献身の思いを
与えられ、関西学院神学部に入学し、1926 年 3 月に神
学部を卒業している。卒業後、京都基督教青年会（Ｙ
ＭＣＡ）の宗教部主事として働き、その後日本メソヂ
スト山口教会（1929-32 年）、さらに日本メソヂスト笠
井講義所（1932-34 年）、そして日本メソヂスト袋井教
会（1934-41 年、41 年以降は日本基督教団袋井教会）と、
終戦に至るまで牧師として働いている。
　京都 YMCA の時代、外村にとって生涯を決定するよ
うな大きな出会いを経験することになる。その出会い
について、外村は、「私はカール・バルトの危機の神学と、
柳師の『工藝の道』に触れた。前者は雷のように強く
私を撃ったが、後者は慈雨のように優しく私を包んだ。
それらはともに、近世の浪漫主義に対する激しい批判
であり、甘い自己陶酔を打破る警鐘であった。私は回
心した。ことに、柳師の工藝の道によって、私は真の
地上の道を見出し、突如として古代や中世へ、わが家
へ帰るように帰った」(『民芸遍歴』朝日新聞社　1969
年 299-300 頁）と叙述している。20 世紀を代表する神
学者カール・バルトは、特に初期には神と人間との質
的断絶を主張し、絶対的他者としての神が、有限の人
間にどのように危機的に関わるかを説いている。その
バルト神学との出会いが「雷のように強く私を撃った」
のに対して、他方、柳宗悦著『工藝の道』との出会いは、
「慈雨のように優しく私を包んだ」と語られている。こ
の柳宗悦の『工藝の道』との決定的な出会いによって、
外村は新たに生きる道を指し示されたのである。
　1929 年 4 月、外村が最初に赴任した教会は、日本メ
ソヂスト山口教会であった。山口教会時代には、いく
つかの点で積極的な民藝運動への関わりを模索してい
る状況について窺い知ることができる。柳宗悦や河井
寛次郎、あるいはキリスト者で民藝運動に関わってい
る湯浅八郎や村岡景夫などと積極的に交流している。
さらに、教会の聖餐台や献金台用の小卓と花瓶台の図案
と監督を柳に依頼して作成しているが、柳宗悦の図案
による小卓と花瓶台は、プロテスタント教会で教会建
築に関する関心が乏しかった時代の作品として注目す
べきであろう（拙稿「民藝運動とキリスト教−機織る
伝道者外村吉之介」関西学院大学図書館『時計台』
第 78 号 2008 年 4 月）。
　外村が、伝道者として働くと同時に本格的に織工と
『工藝』第 38 号
外村吉之介、柳悦孝作
平織、絹三種
三種の用途：帯締
『工藝』第 38 号
外村吉之介、柳悦孝作
菱織、木綿
用途：肩掛、ランナー等
『工藝』第 38 号　表紙
装幀：安来織
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して民藝運動に参与するのは、笠井講義所（西ヶ崎）
に移ってからである。最初、柳の甥の柳悦孝と浜松近
くの「平松工房」で訓練を受けた後、笠井講義所に工
房を設置して、いわば機織る伝道者として活躍する姿
は、『工藝』（第 38 号）の特集「外村・柳（悦孝）の織物」
に紹介されている。外村の仕事に新たな境地が開かれ
たのは、袋井教会に移り、掛川の葛布と出会ってから
である。外村は、その掛川の葛布について、「現在掛川
で作られて居る葛布は輸出壁紙、襖紙用の外は作られ
て居ない。然るに昔の縞物を見ると云ひ難い美しさが
ある。葛布は絹の光沢には及ばないかもしれない。然
し独特な植物性の光彩を有つて居る。麻布のような強
靱さはないかもしれない。然し更に硬直で、新鮮である。
木綿の温さは保たないかもしれない。然し木綿に比し
て毛立たず、水湿に侵されない。葛布を今日の用にも
つと活かす途が多々ありさうだ」（「掛川の葛布」『工藝』
第 45 号 59 頁）と描写している。外村は、この葛布織
りの作品をいくつかの展示会に出品し、また 1936 年に
開館した日本民藝館大広間の壁面を引受けて織り、さ
らに雑誌『工藝』の 49 号から 60 号の表紙も飾っている。
そして 38 年には、古作品に倣う無地物、縞物 103 点を
貼布し、本文をつけた『葛布帖』が日本民藝協会から
刊行されたのである。
　袋井教会時代、もう一つ外村の貢献として注目した
いのは、柳宗悦はじめ民藝協会同人と共に、「美の王国」
琉球へ調査旅行を行い、「琉球日記」（『月刊民藝』第 2
号− 11 号、1939 年 5 月− 40 年 2 月）を担当したり、
特に琉球の見事な織物を調査している点である。琉球
の織物について、いかに深い感銘をもって外村が調査
したかに関して、例えば、「衣服に於ては琉球は、まさ
に美の王国といへやう。織りの材料として絹、芭蕉、
麻等に恵まれ、本染々料として福木（黄色）、てかち（茶）、
山藍（青系統）を与へられ、手法として厚い伝統を受
けて布を作るだけでなく、衣服に仕立てゝからの取り
扱ひに到るまで、周到な智恵を授かってゐることは羨
むべく、尊むべき限りである」（「琉球の織物について」
『工藝』第 100 号 137 頁）と述べている。外村において
琉球の人々と民藝への深い思いが、戦後も変わること
なく継続されたことは、『沖縄の民藝』（倉敷民芸館、
1962 年）からも明らかである。
　最後に外村における民藝と宗教の関係に言及したい。
民藝における「美」とキリスト教における「信」との
両者を内的に統合して捉える外村の理解は、柳の『工
藝の道』に由来するものである。この両者の関係につ
いて、「私にとって伝道することと機を職ることとは二
つではありません。信仰の暮らしと工藝の働きとは神
の御働きかけの中にあって、一如であります」（小冊子
『信仰と工藝』（袋井時代の初期、大月一清編『外村吉
之介年譜』「民芸」追悼号））と、表現されている。民
藝が、いわゆる近世の美術と基本的に一線を画す点は、
美術が鑑賞される美であるのに対して、民藝は用いら
れて輝く美、即ち「用美」であることであった。「基督
教芸術に関する音信」の中で、外村は、この「用美」
という民藝の基準に即して、礼拝に仕える芸術を復権『工藝』第 49 号　琉球の染織に紅型
『工藝』第 49 号～第 60 号　外村吉之介　葛布織り
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することを試みている。この点は、「『我思ふ』好みや
自由に走る者なく、皆共に神に帰し、神を拝む暮し仲
間として畏れ喜ぶ仕事を励んだ。個人の力は協団に帰
納せられてこそ処を得、真価を発したのである。それ
故この時代の何れのものにも作者の銘を見出すことは
出来ない。記念すべきものは人の名ではなくして、神
の聖名であった」（「基督教芸術に関する音信」『工藝』
第 109 号 81 頁）と、語られるのである。
結　　　　び
　以上、「民藝運動と関西学院」と題して、雑誌『工藝』
の意義について、そして関西学院と深い関わりをもつ柳
宗悦、寿岳文章、外村吉之介などの民藝思想と実践に
ついて、特に『工藝』を中心として考察してきた。
　大学図書館が『工藝』全巻を購入したことを機に、改
めて民藝運動と関西学院との関係の深さを確認すると
共に、多様なかたちで現在も民藝運動との関係が継承さ
れてきていることを思わされる。このような機会を与え
て下さった大学図書館の奥野卓司館長をはじめ、多くの
方々に御礼を申し上げたい。
　11 月 11 日に行われた講演会と交流会には、学内外か
ら沢山の方々が出席された。講演会の協賛と交流会の主
催をされた兵庫民芸協会だけでなく大阪・京都の民藝協
会の方々、分裂後初めて同席されたという民芸協団の
方々、また名古屋や関東からも民藝関係の研究者など多
く出席されたが、関西学院の同窓が何人かおられたこと
に心を動かされた。とりわけ、兵庫県民芸協会の重鎮で
ある笹倉徹氏と大先輩の工樂誠之助氏、民藝運動の若き
気鋭の研究者である南山大学准教授の濱田琢司氏、民
藝運動を通して日韓の友好的交流を推進してこられた
韓国の梨花女子大学教授の金順姫氏等には鼓舞される
思いであり、心から感謝いたしたい。
神田　健次（かんだ　けんじ）
1948 年新潟県に生まれる。1973 年青山学院大学文学部神学科卒業。1980 年、関西学院大学神学研究科博士課程修了。1980-82 年、ミュンヘン大学
神学部留学。1995 年、ベルン大学神学部客員研究員。博士（神学）。現在、関西学院大学神学部教授、関西学院大学キリスト教と文化研究センター長。
日本基督教団正教師。世界教会協議会（WCC）信仰職制委員（2006 年まで 15 年間）。日本キリスト教協議会宗教研究所理事。日本基督教学会理
事。著書に『現代の聖餐論：エキュメニカル運動の軌跡から』（日本基督教団出版局 1997 年）、『総説実践神学Ⅰ、Ⅱ』（共編著、日本基督教団出
版局 1989、1993 年）、『講座現代キリスト教倫理Ⅰ : 生と死』（編著、日本基督教団出版局 1999 年）、"Faith and Order at the Crossroads", WCC-
Geneva, 2005 （共著）、『講座日本のキリスト教芸術Ⅱ : 美術・建築』（編著、日本基督教団出版局 2006 年）他、柳宗悦、浅川巧、外村吉之介など
民藝運動とキリスト教をめぐる論文多数。
『工藝』第 109 号　表紙
装幀：芹澤銈介
『工藝』第 109 号
挿絵　聖マタイ（肉筆画）
古いスワビア Swabia 地方の書物の挿絵
『工藝』第 109 号
挿絵　楽譜（肉筆）
グレゴリオ聖歌 Gregorian chant を
記した洋皮本の一頁
『工藝』第 109 号
挿絵　聖母受胎告知（木版画）
天使ガブリエルが聖母マリアに
イエスの降誕を告知する場面 渡辺禎雄　版画「奇跡の大漁」
